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(外務省）
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＃ セネガル国兼カーボベルデ国ガンビア国ギニアビサウ国駐笥を命ずる
｜ （国際民間航空機関日本政府代表部在勤）特命全権大使 赤松 武！

!________‘…__…_______…_…________…...._______.._.……_…….._..‘..…_…____________…_….....….………………，

(12月3日付発令予定）
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外人第11940号

令和6年11月29日

I

破 茂殿内閣総理大臣 石

毅外務大臣 岩 屋

内閣承認人事について

外務省人事につきましては、別紙のとおりとしたいので、内閣の承認を求めます。
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外務省

(国際民間航空機関日本政府代表部在勤）特命全権大使赤松 武

セネガル国兼カーボベルデ国ガンビア国ギニアビサウ国駐笥を命ずる

(12月3日付発令予定）I I
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歴略

あか まつ たけし

赤松 武

男

昭和38年7月31日生

京都大学法学部卒業（昭和63年3月）

昭和62年外務公務員採用I種試験

東京都

フランス語

氏 名

性 別

生年月日

学 歴

採用試験

出身地

研修語学

、

子

外務省入省

欧州連合日本政府代表部一等書記官

欧州連合日本政府代表部参事官

国際協力局政策課企画官

大臣官房国際報道官

中東アフリカ局アフリカ第一課長

在スーダン日本国大使館参事官

在南スーダン日本国大使館参事官

特命全権大使南スーダン国駐舗

国際連合日本政府代表部公使

大臣官房参事官兼国際協力局（地球規模課

ア大洋州局南部アジア部

在ストラスブール日本国総領事館総領事

大臣官房

特命全権大使国際民間航空機関日本政府

(地球規模課

国際民間航空機関日本政府
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